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～干支九星で占う 各人の運勢～ 

令和７年（2025 年 2/3～2026 年 2/4） 乙巳二黒土星 

 

 

 

 

           

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

一白水星 

        昨年の運気からは一転して、近年にない好調な歳となります。この好調期を自分の

運気に取り入れるべきで、座して待つ姿勢は運気を逃すことになります。動くことで

チャンスを掴むものと前向きな姿勢で臨んで下さい。熟慮も必要ですがそれは傍か

ら見ればただの優柔不断かもしれません。七割の達成度で良しとすることです。それ

でも迷いがあるならば、優先順位をつけるか、それほど重要でないものは一旦引き出

しにしまうか終わらせるかの決断をすることも出来る時なのです。言い換えれば、そ

のようにせざるを得ない場面も出てくるでしょう。何故なら、何かと慌ただしい歳で

変化期でもあり遠方との行き来、やり取りや情報も入ってきます。心を開き人間関係

の構築を図り、明るさと信用を大事に進んで行きましょう。良縁もありそうです。 

 

【仕事】連絡はスピーディーに。遠方との取引も活発に。惰性の慣習なら見直しか時には見切りを。 

【健康】気管支喘息、呼吸器、腸、肩、神経、痔、腎臓、足、生殖器、感染症、長引きやすい。 

《子命》内容の充実と確認、謙虚さで信用度もアップ。斬新さも鍵。トラブルは冷静が功を奏す。 

《卯命》自己本位は禁物。契約や大金を伴うなら普段以上の確認を。交通安全を心掛けて。 

《午命》9 年間の内の 8 年目。ノリや勢いだけでなく普段より確認で大事なものを無くさない。 

《酉命》大きな案件も解決しやすく、何事も表面化してくる。新たな関係が生まれることも。 

 

 

二黒土星 

     本年は吉と出る人、凶と出る人と分かれる歳となります。しかしながら良運となる人

は少ないものです。これまでの生き様にも因るのですが、ここでジタバタして良くなる

わけではありません。とは言え、何かと動きの多い時でもあります。そこで自身の立場
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に満足せず動いてしまうと結果は思わぬ方向にくねってしまいがちです。今までの結

果が出る歳と心得て静かに構える方が無難でしょう。良運となる人は周囲からの追い

風で、物事もスムーズに動くものです。トラブル含みと感じて躊躇するなら、その事柄

は中止にするべきです。動より静を選択することも勇気ある決断でしょう。先延ばしく

らいの心の余裕がちょうど良い感じです。ただし健康面においては治療や再検査を先

延ばしにはしないこと。 

 

【仕事】新規な事は無理に進めると諸刃の剣。内部に目を凝らすと改善点や使える事を再発見も。 

【健康】内臓全般（特に肝臓・腹部）、血流・顔面、咽喉、甲状腺、機能低下症。過信せず診察を。 

《寅命》現状を維持しつつ足元を固め、翌年からの好機に備えておこう。高齢者は健康第一に。 

《巳命》36年に一度の節目の年。吉凶の差が出る。周囲に振り回されずに自身も大切に。 

《申命》変化期だが、無理に動いて事を進めると衝突してゴタゴタしやすい。それは自己責任。 

《亥命》現状を変化させたくても成果に時間がかかるが、焦りは禁物。ぼんやりやミスに注意。 

 

 

三碧木星 

     昨年の動揺期より抜け出し、やや落ち着き感はありますが運気回復はまだもう少し。 

    一部に破れ事象もあり別離・官公庁・手術の卦もあります。人により大小様々ですが例

えば過去に凶方位を用いたならその結果が出ます。方位や家相の重要性を認識すると

ともに日頃からの神・先祖への思いや供養が厄除招福を左右します。作業は正確さを重

視し、些細なことでも誤魔化しは通用しにくく後々露見してしまうので、誠意ある対応

や丁寧な修正に心掛けて下さい。自己判断に自信が無ければ目上の方に助言をお願い

するなど、経験者の指示を仰げば力になってもらえます。設備投資など大きな話や大金

の絡む話も持ち上がる時です。無理や分をわきまえない判断は焦げ付きやすいので無

難を心掛けて下さい。また部下や後輩には優しい気持ちで接し協調を図って下さい。交

通安全を心掛けて。 

 

【仕事】実力は認められていますが、ここは協調を重んじる時。周囲との摩擦で失職しないように。 

【健康】頭、首、太い骨、肩、肺臓疾患、心臓疾患、血液、腫瘍。甘く見ないで早めに診察を。 

《丑命》9年間のうちの一年目、大事な周期が始まる。家庭優先で、寒暖差・過労に注意。 

《辰命》身体を調えて。精神的にリラックス出来るが、弛み過ぎて油断をすると立場が不安定に。 

《未命》自身の立場の責任を果たせば、穏やかで楽しく過ごせる。社交運は活発で出費もあり。 

《戌命》金銭面・言葉に一部破れ事象。家庭や部下を大切にし将来を見据えた勉強や楽しみは吉。 

 

 

四緑木星 

     昨年の緊張含みの運気を脱して、生活の中にも楽しさを感じ有意義に過ごせそうで

す。今年は秋あたりまで運の後押しもあり好調で、社交面においても飲食や旅行など交

流の機会も多いですが、金銭面では収支も把握しておかないと単なる散財の多かった

歳になりかねません。遊興費・買い物では財布の紐の弛みっぱなしとならないようにし

て下さい。好調な時ですが浮足立つのではなく、秋口からは変化の兆しも入ってきます。 

    培った人間関係や、諸々の努力の成果がゲームオーバーにならないように、発する言葉
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には責任を持ち、金銭面では緩急をつけ、未解決部分を確実にやり遂げておきましょう。

面白くなくても小さな用事は早めに片付ける姿勢が大事です。独身者であれば恋愛の

機会を得ましょう。 

 

【仕事】契約事や決定事項は入念なチェックを怠りなく。未解決、曖昧でなくはっきりさせて。 

【健康】歯・口腔疾患・肺・心臓・眼・脾臓・消化器・胸部・腕・股。薬の多様も薬害に繋がる。 

《子命》9 年間の内の 2 年目。概ね順調だが見栄を張った出費は無駄です。隠し事は露見する。 

《卯命》スピードよりも正確さを重視して時間がかかっても確実に仕上げること。急がばまわれ。 

《午命》過労に注意して時には楽しみ神経を休ませることも必要。問題は慌てず騒がず冷静に。 

《酉命》概ね順調な歳。日々の努力の成果が認められる。身体は表面化もあり手術もあり得る。 

 

 

五黄土星 

    大きな節目・変化の歳となり、運気の後押しもあります。まさに見直しと改革をキーワ

ードに、確認と何らかの方針転換をする良い機会でしょう。特に気になることがなくても、

周囲からの作用を受けて今までと環境が異なってくるものです。引っ越しや、職場での配

置転換や業務の方向転換、本腰を入れての後継者や次世代を担う人たちへの教育、相続な

ど人により様々です。思い当たる節の無い人も、改革をしていく意識や何かが起こってく

るでしょう。前向きに享けとめ取り組めば比較的早く結果が出るでしょう。またこういう

年は身体的な変化に気付くこともあります。気になる兆候を感じたら、症状も進みやすい

ので楽観視しないで早めに診察を受け対処しましょう。日頃より氏神様への崇敬の有無

も吉凶を分けますが、陰徳を積み神気を身に付けて下さい。 

 

【仕事】新旧の交代もあり。転職や離職は時期尚早。守りの姿勢で改善点を見出す努力も必要。 

【健康】腰痛・関節炎・骨折に注意。消化器・鼻・痔・瘤・癌・大腸・腹部・左肺・呼吸機能。 

《寅命》マンネリ気味でも自ら動くよりも、焦らずに翌年からの運に向け実力をつけておくべき。 

《巳命》思うように動けないが静かに待つ方が吉。強行突破は後日後悔することに。転倒注意。 

《申命》36年に一度、特に S43年生まれは 180年に一度の大事な歳。問題は自己が原因の結果。 

《亥命》9年間の内の 3年目。仕事・不動産・親族との関わり。攻めるよりも守るが吉。 

 

 

六白金星 

     昨年の変化期に戸惑いを感じたかもしれませんが、無理をせず淡々と日頃の努力を

怠らなかった人は大抜擢や賞賛を得たり、良い結果がもたらされる歳となるでしょう。

悦び事も含む運気で旨酒を味わえる人もいますが、いつまでも緩まず秋口あたりから

は気を引き締めていきましょう。普段の歳よりも人に見られています。出来れば抱えて

いる案件は今年中に解決しておきましょう。いつまでも結論の出ない事柄は追いかけ

ても無駄と諦めるとラクになるかもしれませんよ。思わぬ事が表面化して慌てる事も

あるかもしれませんが、過去の方災の結果か今までの生き様に因るもので、そこは反省

の材料として下さい。離合と集散の卦もありますが、出会いは別れの始まり、別れは新

たな出会いの始まりです。 
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【仕事】今までの功績が認められ立場はランクアップする。従業員の入れ替わりや離職の卦も。 

【健康】高熱・頭部・心臓・眼・耳・腸・脾臓・肛門・右肺・火傷。症状の割には内実は軽い。 

《丑命》大事な周期に入る。慌ただしく遠方との往来や取引先の拡大も。家庭・部下を大切に。 

《辰命》精神的にリラックス出来るが立場を見失わないように。社交面は活発で出費も多くなる。 

《未命》社交面も活発で飲食や旅行など楽しいが、浮かれ過ぎると金銭面で動揺することも。 

《戌命》9年間の内の 4年目。言葉・金銭面・色情に一部破れ事象があり。身体の休息も忘れず。 

 

 

七赤金星 

     昨年の表面化の歳から一転して少し地味ですが、本年は勢いよりも守りの姿勢がよ

いでしょう。エネルギーを充電する時です。平素の七赤金星の人は明るく元気が取り得

なのですが、休息も元気の為には必要。精神面でも弱気になりがちな時ですが無理に頑

張らず、自身の力量を超えるような案件は力負けしますので、対外的には現状を維持出

来ればそれでよしとしましょう。一部に破れ事象がありますので自ら壊滅させてしま

わずに、自己研鑽に努めて下さい。こういう歳はいつもより自分の時間を作ろうと心掛

けることに適しています。生涯学習は大切なことですし、なにも小難しい勉強ばかりで

はなく一人で楽しめる何かを見つけるいい機会なのです。その時その時の運気の過ご

し方を活かして下さい。家庭や部下に対しても安らげる環境か見つめ直しましょう。 

 

【仕事】部下との意思の交流などいつもよりも目配りと心配りを。転職は時期尚早、実力を蓄えて。 

【健康】睡眠・食生活の充実を。歯・毛髪・爪。肺炎・大腸・小腸・足・股。手術の卦もあり。 

《子命》見た目の直感よりも中身が大切。ノリや思い付きの行動は後悔も。離合集散の卦もあり。 

《卯命》適当は禁物。普段より正確緻密さが求められる時。交通安全で。軽率な動きは控えて。 

《午命》過労に注意。自身の身体にも気を遣うこと。急な案件ほど慌てずにしっかり確認を。 

《酉命》9 年間のうちの 5 年目。父親・夫・仕事・大金・命の大切さに改めて気付きのある年。 

 

 

八白土星 

     本年は厳しい歳となりやすいです。問題の原因は自己にあります。人により過去は何

とかやり過ごせてきたことも、核心部分から反省や見直しを迫られるような状況も起

こり得ます。また他からもたらされた事柄で苦労することもあり得ます。都合の良い弁

明や解釈は何ら問題の解決にはなりません。諸事、賢明な対処が必要ですが身近で信頼

出来る人の知恵を借りることも良いでしょう。逆風は立ち向かうのではなく、暗くなら

ずに感謝と笑顔を忘れずに真面目に取り組む姿勢が大切です。また言葉に気を付ける

べきでハラスメントとならないようにして下さい。陰徳を積み墓参りの重要性を再認

識していただきたいです。不動産、墓地の問題、実家、古い事、母、妻の件との関わり、

持病の再発や手術の卦もあり。 

 

【仕事】返品・交換もあり念には念で確認、目配り気配りを怠らずミスを防いで。転職は時期尚早 

【健康】腹部全般、婦人科、肺、歯、口腔、腎臓、泌尿器、再発や手術の卦もあり。病院は吉方で。 

《寅命》実家との関わりや不動産の問題は性急に進めない方が無難。今の立場や職務の全うを。 

《巳命》動揺しやすいが周囲の波に巻き込まれないように、静観が無難。現状維持を心掛けて。
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《申命》9年間の内の 6年目。慣れた事ももう一度気を引き締めて慎重に。自己責任が問われる。 

《亥命》36年に一度の年。変化を余儀なくされることも。辛辣な言動で摩擦を起こさないよう。 

 

 

九紫火星 

     概ね順調な歳で今まで温めてきたことは、この機会に始めましょう。上昇期に入りま

したのでチャンスを掴んで好調の波に乗って下さい。九紫火星の方はさっぱりしてい

て後を引きません。また持ち前の直観力も活かせる時でしょう。ですが時折、頭を傾け

思案していることも。気持ちが一定しにくく迷うとチャンスを逃すこともあるようで

す。本年は自己の経験則だけに捉われずに、少しだけでも斬新さを取り入れてみること

をおすすめします。家族や部下の意見には耳を傾ける姿勢が鍵となり、今まで気付かな

かった細かな気付きから問題解決の糸口を見出したり、新たな発見も期待出来ます。一

部には表面化・離合集散という卦もあります。隠し事や色難は別離を生む原因となりま

すので、やましい行動をしないこと。 

     

【仕事】新旧交代や離職・転職も可能、早めの決断が良い。情報には敏感で。若い感覚が功を奏す。 

【健康】肝臓・膀胱・咽喉・頭部・首・耳・手足や皮膚からの細菌感染。早めの手当てが良い。 

《丑命》良運の歳。遠出の機会もあり心身のリフレッシュは吉。物事の整理をするには良い時期。 

《辰命》諸事、整いを感じ穏やかで、出費もあるが楽しく過ごせる時。言葉の用い方が鍵。 

《未命》9年間の内の 7年目。日常の業務と楽しみのメリハリが鍵。散財と暴飲暴食に注意。 

《戌命》言葉・金銭面・色情に少し注意が必要。食生活は見直しで心身ともに新陳代謝を。 

 

 

 

 

 

 

 

著/干支九星・華の会 新宮 有貴 

監修/   〃    松本 哲生 

                                      

 

 


